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「四方転び踏み台」

長
崎
県
が
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
三
億
円
予
算
化
（
関
連
記
事

二
面
掲
載

）

未
実
施
の
西
海
市
・
時
津
町
・
佐
々
町
に
要
請
行
動

数
年
前
か
ら
長
崎
県
に
対
し
て
、
経
済
波
及
効
果
が
雇
用
創
出
に
大
き
く
寄
与
す
る
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
昨
年
は
知
事
、
県
議
会
議
長
、
改
革
21
、

連
立
会
派
に
要
請
し
、そ
の
結
果
、本
年
二
月
十
三
日
の
一
三
年
度
当
初
予
算
案
に
、住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
支
援
事
業
と
し
て
三
億
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
未
実
施
の
一
市
二
町
に
引
き
続
き
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

西
海
市
長
要
請
行
動

本
年
二
月
五
日
、
午
前
十
時

三
十
分
よ
り
、
西
海
市
長
応
接

室
に
て
、
田
中
市
長
、
繁

山
総
務
部
長
に
対
し
て
、

建
設
長
崎
・
中
小
建
設
業

協
会
を
代
表
し
て
、
相
川

会
長
・
委
員
長
、
田
上
書

記
長
、
加
世
田
地
区
労
書

記
長
、
中
島
前
地
区
労
書

記
長
、
田
原
協
会
事
務
局

長
、
城
下
主
任
の
六
名
で

要
請
。

要
請
事
項
と
し
て
は
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
の
創
設
と
、
設
計
労
務
単
価

引
き
上
げ
等
を
要
請
し
ま
し
た
。

要
請
書
を
市
長
に
手
渡
し
、

相
川
会
長
は
「
長
崎
市
や
大
村

市
の
例
で
一
〇
万
円
の
補
助
金

が
誘
い
水
に
な
り
、
皆
さ
ん
が

潤
っ
て
い
る
。
約
一
五
倍
の
経

済
波
及
効
果
が
あ
る
の
で
ぜ
ひ

新
設
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
要
請
。

こ
れ
に
対
し
、
田
中
市
長
は

長
崎
市
、
佐
世
保
市
等
が
三
年

前
か
ら
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
を
活
用
し
て
い
る
こ
と
は
、

よ
い
仕
組
み
と
受
け
止
め
て
い

る
。
相
川
会
長
の
言
っ
た
趣
旨

は
よ
く
理
解
で
き
る
。
他
の
自

治
体
、
特
に
長
崎
市
、
佐
世
保

市
の
状
況
を
勉
強
し
、
建
設
的

に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
実
態
調
査
を
含
め

て
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

と
の
答
弁
で
し
た
。

時
津
町
長
要
請
行
動

二
月
十
八
日
午
前
十
一
時
よ

り
時
津
町
長
応
接
室
に
て
、
吉

田
町
長
、
中
尾
企
画
財
政
課
長
、

吉
岡
都
市
整
備
課
長
の
三
名
に

対
し
、
建
設
長
崎
・
中
小
建
設

業
協
会
を
代
表
し
て
、
相
川
委

員
長
、
北
村
副
委
員
長
、
田
上

書
記
長
、
田
原
協
会
事
務
局
長
、

城
下
協
会
主
任
の
五
名
で
要
請
。

要
請
書
を
吉
田
町
長
に
手
渡

し
、
こ
こ
で
も
主
に
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
を
中
心
に
要
請
。

冒
頭
、相
川
委
員
長
か
ら「
県

も
三
億
円
の
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
を
創
設
し

た
の
で
、
ぜ
ひ
時
津
町

も
お
願
い
し
た
い
。」

と
要
望
。

こ
れ
に
対
し
、
町
長

か
ら
は
「
町
議
会
で
も

何
回
か
質
問
が
あ
っ
た

が
、
当
町
が
助
成
制
度

を
実
施
し
て
い
な
い
の

は
、
十
年
計
画
の
区
画

整
理
事
業
で
一
二
六
億

円
か
け
て
や
っ
て
お
り
、

町
内
業
者
の
方
に
は
建
て
直
し

と
か
解
体
と
か
に
営
業
し
て
受

注
し
て
ほ
し
い
。」
と
の
回
答

で
あ
っ
た
。

時
津
町
は
区
画
整
理
事
業
が

一
段
落
し
な
い
と
困
難
か
。

佐
々
町
長
要
請
行
動

二
月
十
八
日
、
引
き
続
き

佐
々
町
ま
で
足
を
伸
ば
し
、
午

後
二
時
よ
り
佐
々
町
長
応
接
室

に
て
、
古
庄
町
長
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
為
、
木
原
山
副
町
長
、

濱
田
事
業
理
事
兼
水
道
課
長
の

二
名
に
対
し
、
建
設
長
崎
・
協

会
を
代
表
し
て
相
川
委
員
長
、

田
上
書
記
長
、
田
原

事
務
局
長
、
北
村
青

年
部
長
、
城
下
協
会

主
任
の
五
名
で
要
請
。

副
町
長
に
要
請
書

を
手
渡
し
、
相
川
委

員
長
か
ら
「
昭
和
四

十
八
年
か
ら
平
成
十

二
年
迄
、
佐
々
町
の

施
設
を
借
り
て
建
築

の
職
業
訓
練
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
」
こ

と
の
謝
辞
を
述
べ
、

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
で

は
一
五
倍
の
経
済
波
及
効
果
が

出
て
い
る
こ
と
や
、
賃
金
が
低

く
若
手
の
入
職
者
が
少
な
い
建

築
業
の
現
状
と
、
雇
用
創
出
の

活
性
化
策
の
必
要
性
を
訴
え
ま

し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
副
町
長
は
地

場
性
を
高
め
て
い
き
た
い
。
今

後
の
発
注
予
測
と
し
て
は
、
耐

震
対
策
や
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

あ
り
、
老
朽
化
し
た
公
営
住
宅

が
あ
り
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

く
み
な
が
ら
の
建
て
替
え
が
あ

る
。今

後
、
人
口
が
減
少
す
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
建
物
は
人
口

を
比
す
こ
と
と
な
り
、
将
来
を

予
測
す
る
と
過
剰
な
投
資
は
な

か
な
か
し
づ
ら
い
と
の
回
答
で

し
た
。

後
期
拡
大
月
間（
三
〜
五
月
）東
長
崎
・
諫
早
拡
大
達
成

前
期
拡
大
行
動
（
六
月
〜
十
一
月
）
に
取
り

組
ん
で
頂
い
た
結
果
、
新
規
加
入
者
数
は
一
〇

四
名
で
し
た
。
年
間
目
標
の
残
り
一
九
六
名
を

後
期
目
標
数
に
設
定
し
て
拡
大
行
動
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
二
月
末
現
在
迄
の
後
期
加
入
数
は

六
二
名
で
、
目
標
達
成
ま
で
あ
と
一
三
四
名
と

な
り
ま
し
た
。

年
間
拡
大
目
標
を
達
成
し
た
東
長
崎
支
部
・

諫
早
支
部
に
続
く
三
番
目
に
拡
大
達
成
す
る
支

部
は
ど
こ
か
。
各
支
部
拡
大
奮
闘
中
で
す
。

諫
早
支
部
二
月
末
で
拡
大
達
成

お
か
げ
様
で
前
期
、
後
期
と
も
に
拡
大
を
達

成
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
後
期
拡
大
期
間
は

ま
だ
残
っ
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
拡
大
を

目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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建設長崎青年技能競技大会
上
位
二
名
が

全
国
技
能
技
術
大
会
に
参
加
し
ま
す
。

開催日時 平成25年5月26日㈰
受付時間 午前8時30分
開始時間 午前9時予定
終了時間 午後5時予定
開催場所 長崎高等技術専門学校

（西彼杵郡長与町高田郷547‐21）
競技課題 「四方転び踏み台」勾配10分の3
競技時間 6時間30分（製図及び実技）
参加資格 原則的には35歳以下の者
主 催 建設長崎技術対策部・青年部
審査委員 建設長崎技術技能対策部役員
表彰対象 上位3名の表彰と参加者全

員に参加賞を授与いたします。

あなたもチャレンジ
してみませんか

後期拡大支部別目標
残り
目標
11
5
13

※達成＋1
13
8
6

※達成
14
10
14
12
14
7
6
134

2月末迄の
加入者数
0
1
1
6
8
3
7
19
2
2
6
2
2
1
2
62

後期目標
（年間残り）

11
6
14
5
21
11
13
19
16
12
22
14
16
8
8
196

支 部 名

中 央
大 浦
市 南
東 長 崎
浦 上 西
浦 上 東
西 彼
諫 早
大 村
島 原
佐世保中央
佐 世 保 東
佐 世 保 北
北 松
平 戸
合 計

建設長崎各支部対抗ソフトボール大会
開催のお知らせ

日時：平成25年5月19日㈰
集合：午前9時 開会9時30分
会場：琴海北部グラウンド

3
年間拡大目標（1月に）

東長崎支部達成！

▲年間拡大達成
喜びの牧島支部長

毎月1回15日発行 2013年（平成25年）3月15日発行建 設 長 崎第573号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）1�
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窓
口
は
各
市
町

急
が
れ
る

具
体
的
運
用

県
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
に
三
億
円

念
願
の
住
宅
支
援
制
度
が
実
現

二
〇
一
三
年
度
県
の
当
初
予
算

に
念
願
の
県
住
宅
性
能
向
上
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
と
し
て
三

億
円
が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
私
た
ち
が
永
年
要
請
し

続
け
て
き
た
賜
も
の
で
す
。
内

容
的
に
は
、
県
民
の
将
来
的
な

安
全
安
心
に
つ
な
が
る
住
宅
性

能
向
上
を
図
る
施
策
型
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
に
つ
い
て
補
助

す
る
と
な
っ
て
お
り
、
工
事
に

か
か
る
経
費
の
1
／
5
を
補
助

す
る
補
助
上
限
額
は
、
リ

フ
ォ
ー
ム
内
容
に
よ
っ
て
二
〇

万
〜
三
〇
万
円
で
、
対
象
工
事

金
額
は
五
〇
万
円
以
上
と
な
っ

て
い
ま
す
。

1
バ
リ
ア
フ
リ
ー・
安
全
型
リ
フ
ォ
ー
ム

生
活
動
線
上
の
段
差
解
消
や
動
作
補
助
手
す
り
の
設

置
な
ど
住
宅
内
の
円
滑
な
生
活
が
行
え
る
た
め
の
リ

フ
ォ
ー
ム
（
補
助
上
限
額
二
〇
万
円
）

2
省
エ
ネ
型
リ
フ
ォ
ー
ム

開
口
部
の
断
熱
や
天
井
・
屋
根
・
壁
の
断
熱
、
高
効

率
設
備
の
設
置
な
ど
住
戸
の
省
エ
ネ
化
を
図
る
た
め
の

リ
フ
ォ
ー
ム
（
上
限
額
三
〇
万
円
）

3
防
災
型

リ
フ
ォ
ー
ム

耐
風
瓦
へ
の
葺
き
替
え
や
防
火
外
壁
へ
の
改
修
な
ど
、

住
戸
の
防
災
性
能
を
向
上
さ
せ
る
リ
フ
ォ
ー
ム
（
上
限

額
三
〇
万
円
）
等
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
運
用
上
の
具

体
的
対
応
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。

更
に
、
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
実
施
し
て
い
る
長

崎
市
に
対
し
て
も
、
再
三
の
要
請
を
行
い
、
今
年
も
昨

年
並
み
の
一
億
四
千
万
円
の
予
算
で
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
を
継
続
す
る
事
が
二
月
十
四
日
の
長
崎
市
当

初
予
算
に
示
さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
市
の
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
が
昨
年
を
踏
襲
す
る
と
、

①
補
助
対
象
工
事
は
一
件
当
た
り
二
〇
万
円
以
上
、
②

補
助
金
額
は
補
助
対
象
工
事
金
額
の
一
〇
％
、
③
補
助

上
限
額
一
〇
万
円
と
な
り
ま
す
。

㈳
長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会
は
、
建
設
長
崎
と
の

共
催
で
、
一
月
十
八
日
㈮
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
長
崎
グ
ラ
バ
ー
ヒ
ル
で
「
二
〇
一
三
年
中

小
建
設
業
者
新
春
研
修
会
・
交
流
会
」
を
開
催
。

研
修
会
は
、
講
師
と
し
て
長

崎
県
土
木
部
参
事
監

平
松
幹

朗
氏
を
招
い
て
「
長
崎
臨
海
地

域
の
都
市
再
生
と
関
連
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
講
演
を

行
い
、
七
十
人
の
会
員
が
出
席

し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
県
、
市
町
、
関

係
業
界
・
団
体
、
会

員
ら
一
三
〇
人
が
出

席
し
、
新
春
交
流
会

を
開
催
。
は
じ
め
に
、

小
林
副
会
長
が
開
会

を
宣
言
。
主
催
者
を

代
表
し
て
相
川
会
長

は
、「
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
が
、
雇
用

創
出
を
生
み
出
す
原

動
力
に
な
る
こ
と
を

強
く
訴
え
て
い
く
」

と
述
べ
、「
そ
の
事

が
県
民
の
景
気

浮
揚
対
策
に
繋

が
り
、
建
設
技

能
者
の
県
外
転

出
を
防
止
し
て

人
材
を
確
保
し
、

今
後
の
大
型
工

事
や
公
共
工
事

に
備
え
る
対
策

に
、
最
大
の
効

果
が
あ
る
と
確

信
し
て
い
る
」

と
県
に
対
し
制

度
創
設
の
必
要

性
を
訴
え
ま
し

た
。ま
た
、「
今

こ
そ
建
設
産
業

の
将
来
の
展
望
を
見
据
え
、
大

胆
な
施
策
こ
そ
が
、
技
術
・
技

能
の
継
承
や
若
年
技
能
後
継
者

の
育
成
を
図
り
、
魅
力
あ
る
建

設
産
業
の
飛
躍
発
展
に
つ
な
が

る
こ
と
に
期
待
し
た
い
」
と
し

た
う
え
で
、「
本
年
が
不
況
か

ら
脱
皮
す
る
、
新
し
い
夜
明
け

の
年
に
な
る
よ

う
に
し
た
い
」

と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

来
賓
の
石
塚

副
知
事
は
、
景

気
対
策
と
し
て

の
大
型
補
正
予

算
に
ふ
れ
、「
今

後
の
ま
ち
づ
く

り
や
県
土
づ
く

り
を
支
え
る
重

要
な
事
業
も
抱

え
て
お
り
、
皆

様
の
活
躍
の
場

が
広
が
っ
て
く

る
と
思
っ
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
。

長
崎
市
の
古
賀
副
市
長
は
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
継
続
に

対
し
「
経
済
情
勢
を
見
極
め
、

鋭
意
検
討
し
て
い
る
」
と
の
見

解
を
示
し
ま
し
た
。

㈳
長
崎
県
建
設
業
協
会
の
谷

村
会
長
も
「
こ
れ
ま
で
も
色
々

な
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
な

が
ら
歩
調
を
合
わ
せ
て
き
た
。

今
後
も
皆
さ
ん
と
共
に
協
力
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

こ
の
後
、
相
川
会
長
ら
十
名

に
よ
る
鏡
開
き
を
勢
い
よ
く
行

い
、
長
崎
県
議
会
の
渡
辺
議
長

の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
談
に
入
り

ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
恒
例
の
福
引
抽

選
を
行
う
な
ど
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
参
加
者
が
親

睦
を
深
め
、
最
後
は
里
副
会
長

の
手
締
め
、
平
出
副
会
長
の
閉

会
の
こ
と
ば
で
終
了
し
ま
し
た
。

（
城
下
）

○
県
民
が
住
み
や
す
く
住
宅
内
で
の
事
故

を
低
減
す
る
た
め
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

住
宅
の
省
エ
ネ
化
、
安
全
性
を
向
上
さ
せ

る
防
災
化
な
ど
一
定
の
性
能
を
確
保
で
き

る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の
助
成
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
人
に
優
し
い
県
政
を
目
指
す
。

県
民
の
将
来
的
な
安
全
や
安
心
に
つ
な

が
る
性
能
向
上
を
図
る
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ

い
て
、
対
象
工
事
に
係
る
経
費
を
助
成

◎
対
象
工
事
五
〇
万
円
以
上

五
月
下
旬
よ
り

労
働
保
険
年
度
更
新
を
行
い
ま
す

（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
総
称
が
労
働
保
険
）

労
働
保
険
は
国
が
運
営
管

理
し
て
い
る
強
制
保
険

一
人
で
も
雇
い
入
れ
た
ら
労

働
保
険
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

労
災
保
険
…

労
働
者
が
業
務
上
又
は
通
勤

中
に
負
傷
し
た
り
病
気
に
な
っ

た
り
し
た
場
合
、
給
付
さ
れ
る

保
険
で
治
療
費
や
休
業
補
償
等

を
受
け
る
保
険
で
す
。

未
適
用
事
業
所
の
場
合

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
保
険
に

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に

災
害
が
発
生
し
た
ら
、
事
業
主

が
か
か
る
費
用
の
徴
収
を
う
け

る
事
に
な
り
ま
す
。

特
別
加
入（
一
人
親
方
）

労
災

労
災
保
険
は
、
労
働
者
の
為

の
保
険
で
事
業
主
は
補
償
対
象

外
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
事
業
主
も
労
働
者

と
一
緒
に
働
く
場
合
、
特
別
に

申
請
す
る
特
別
加
入
労
災
や

「
だ
れ
も
、
雇
わ
な
い
、
誰
か

ら
も
雇
わ
れ
な
い
」
一
人
親
方

労
災
に
加
入
す
る
事
で
、
労
災

補
償
さ
れ
ま
す
。

労
災
保
険
に
は
必
ず

加
入
し
ま
し
ょ
う

雇
用
保
険
加
入
…

常
時
労
働
者
が
い
る
場
合
雇

用
保
険
加
入
も
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。

各
種
助
成
金
や
労
働
者
の
失

業
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
出
来

る
、
雇
用
保
険
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

事
業
の
目
的

事
業
の
概
要

2013年中小建設業者
新春研修会・交流会

～不況から脱皮、新年に期待～

労
働
者
を
雇
っ
て
い
る
事
業
所
は
労
働
保
険
加
入
を
！
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……………………………………………………

本
部
主
婦
会
新
年
の
集
い

……………………………………………………

国保利用補
助券

メンバーズ
カード

①組合新加入は、『3ヶ月後』より給付。
②組合員で、3ヶ月以上滞納していない方。
③時効は給付事実が発生した日より原則180日以内。

支給
条件

長
崎
港
を
眼
下
に

県
下
各
地
よ
り
一
二
六
名

一
月
三
十
日
㈬
本
部
主
婦
会

新
年
の
集
い
が
一
二
六
名
の
参

加
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
崎
市
・
諏
訪
神
社
の
高
台

に
位
置
し
、
長
崎
市
街
、
稲
佐

山
に
女
神
大
橋
ま
で
も
一
望
で

き
る
ホ
テ
ル
日
昇
館
の
新
館
・

梅
松
鶴
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
、
金
子
副
会
長
の
開

会
、
馬
場
会
長
の
挨
拶
の
後
、

相
川
執
行
委
員
長
よ
り
組
合
の

現
状
と
抱
負
を
含
め
た
挨
拶
が

あ
り
、
ま
た
来
賓
の
大
久
保
ゆ

き
し
げ
参
議
院
議
員
秘
書
・
春

本
さ
ん
、
野
口
・
池
田
両
市
議

の
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
、
美
味

し
い
食
事
を
摂
り
な
が
ら
の
出

し
物
は
、
新
年
ら
し
い
祝
舞
に

始
ま
り
、
毎
年
恒
例
の
ジ
ャ
ン

ケ
ン
ゲ
ー
ム
に
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
そ
の
後
各
支
部
の
歌
や

踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
余

興
に
は
各
支
部
長
さ
ん
達
も

デ
ュ
エ
ッ
ト
や
ダ
ン
ス
に
と
参

加
さ
れ
拍
手
と
笑
い
が
湧
き
上

が
り
楽
し
い
ひ
と
時
は
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
、
最
後
は
馬
場

会
長
の
「
団
結
頑
張
ろ
う
」
の

音
頭
で
新
年
の
集
い
を
締
め
括

り
ま
し
た
。

（
大
久
保
）

◎宿泊、日帰り、エステプラン
組合員、家族の方のご利用
はメンバーズカードを提示の
上、予約をされますと会員特
別料金（一般料金の10％引）
になります。
〈1泊2食通常プラン〉 10％引 団体（20名以上で申し込むと特典あり。）
〈特別プラン〉 食事3，000円（日帰りのみ）＋飲み放題（2Ｈ）1，500円

食事4，000円（宿泊＋3，000円）＋飲み放題（2Ｈ）1，500円
食事5，000円（宿泊＋3，000円）＋飲み放題（2Ｈ）1，500円
※土・日前日宿泊は＋3，000円、シングル利用＋3，000円
※15名様以上特典あり。

〈宿泊エステ・手もみプラン〉 通常メニュー全コース 10％引
〈日帰りエステ・手もみプラン〉 一般料金 10％引

組合員の助け合い共済で、制度的にも財政的にも独立し、運営しています。
組合員は全員加入が義務づけられています。

〈日帰りプラン〉
会員特別料金

左記より10％引
10名以上で1名無料
左記より10％引
※小学生料金も対象

左記より10％引

左記より10％引
※小学生料金も対象

左記より10％引
※夏季限定

一 般 料 金
4，600円（バス・温泉付）
4，000円（食事のみ）
1，980円（バス・温泉付）
1，480円（食事のみ）
2，380円（バス・温泉付）
1，780円（食事のみ）
3，000円（バス・温泉付）
※車ご利用も同料金
3，600円（バス・温泉付）
※車ご利用も同料金
4，400円（バス・温泉付）
3，800円（食事のみ）
6，300円（バス・温泉付）
5，700円（食事のみ）
9，100円（バス・温泉付）
8，500円（食事のみ）
4，400円（バス・温泉付）
3，800円（食事のみ）
2，580円（バス・温泉付）
1，980円（食事のみ）
4，400円（バス・温泉付）
3，800円（食事のみ）
6，300円（バス・温泉付）
5，700円（食事のみ）

プ ラ ン 名
宴会プラン
（和食、昼食のみ利用可）

ランチバイキング

健康食プラン

よもぎ蒸し・酵素風呂
ハーブテント

健康食・癒しプラン

季節の恵みプラン（和食）

やすらぎプラン（和食）

特選プラン（和食）

ディナーバイキングプラン

ランチバーベキュープラン

バーベキュー涼風プラン

バーベキュー潮騒プラン

度制済共祉福

最高47日 Ａ型・Ｂ型
188，000円

いずれも4日目から支給
最高180日 Ａ型・Ｂ型270，000円
最高180日 A型・B型60，000円
Ｂ型 5日目から180日限度
Ｂ型 事故日から90日限度
Ａ型
Ｂ型
Ａ型
Ｂ型
Ａ型・Ｂ型
Ａ型・Ｂ型

Ａ型

Ａ型・Ｂ型
Ａ型

Ｂ型

Ａ型・Ｂ型

Ｂ型
休業10日以上の場合
Ａ型・Ｂ型
自宅のみ Ａ型・Ｂ型

自宅のみ Ａ型・Ｂ型

Ｂ型
満70歳以上で辞める場合

病気で休業 1日4，000円
ケガで休業（労災・交通事故以外）

1日4，000円
全ての傷害（ケガ）で入院1日1，500円
30日毎に入院見舞金 10，000円
交通傷害で入院 1日2，000円
交通傷害で通院 1日1，000円
病気死亡 530，000円

120，000円
不慮事故 1，030，000円

120，000円
交通事故 1，030，000円
配偶者 70，000円
家 族 30，000円
病気による重度障害 500，000円
不慮の事故による重度障害1，000，000円
不慮の事故による障害 3級～14級

450，000円～20，000円
交通事故重度障害1，000，000円
交通事故障害 3級～14級

450，000円～20，000円
交通事故障害 3級～14級

900，000円～40，000円
結婚祝金 30，000円
初老・還暦・古希祝金 15，000円
成人祝金 15，000円
入学（小学校）祝金 5，000円
敬老祝 祝品 3，000円相当
労災事故見舞金 10，000円
交通事故見舞金 10，000円
全 焼 800，000円
半 焼 720，000円～
一部焼 ～40，000円
全壊・流失 240，000円
半壊 120，000円～
一部壊 ～8，000円
床上浸水 120，000円～8，000円
加入20年以上 100，000円
10年以上 80，000円
5年以上 70，000円

病気休業手当金

弔 慰 金
（生花代含む）

障 害 給 付 金

各 種 祝 金

各 種 見 舞 金

火 災 給 付 金

住宅災害見舞金

退 職 慰 労 金

海の香り、大地の恵み
多彩な潤いの湯
きれいな海と四季旬味 長崎温泉

やすらぎ伊王島

※20名以上の申し込みで特典あり。
※ご利用は、前日までの予約が必要です。予約時、法人会員（建設長崎組合員）で有ることを必ずスタッ
フにお伝えください。

※事前予約の和食プランは、2時間飲み放題1，800円を1，500円で承ります。
「やすらぎ伊王島」 �095－898－2281

エステサロン �095－898－2281 手もみ処 �095－898－2188 法人担当 成瀬

組合加入承認後、3ヶ月後の同日以降から給付発効

毎月1回15日発行 2013年（平成25年）3月15日発行建 設 長 崎第573号 （1974年5月30日 第3種郵便物認可）3�
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こ
こ
に

　

こ
ん
な
人
が

ここここここここ
ここここここここ
にににににに

ここここここここ
んんんんんんんん
ななななななななな
人人人人人人人人人人
がががががががががが

こ
こ
に

　

こ
ん
な
人
が
①

里
京
佳
さ
ん（
十
四
歳
）

（建設業退職金共済）共退建

一人親方
にも適用

平成15年10月1日より

月掛金
6，550円

電動工具の買い取り・引き取り・処分引き受けます

質流品特価
新品インパクト・スライド丸のこ

好評販売中‼

電動工具で
質貨し もしています

遠方の方は特に、まず、お電話下さい！！

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

佐
賀
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
佐
賀
城
下
雛
祭
り

二
月
二
十
四
日
県
北
主
婦
会

総
勢
二
六
名
が
日
帰
り
旅
行
に

参
加
。

当
日
は
行
楽
日
和
で
、
バ
ス

の
車
窓
か
ら
見
る
自
然
の
美
し

さ
に
時
を
忘
れ
唯
感
謝
。

添
乗
員
の
畠
中
さ
ん
、
バ
ス

ガ
イ
ド
の
松
井
さ
ん
の
温
か
い

お
も
て
な
し
で
爆
笑
の
旅
と
な

り
ま
し
た
。

朝
ま
だ
薄
暗
い
中
自
宅
を
出

て
、
平
戸
支
部
よ
り
七
時
出
発
。

途
中
支
部
の
会
員
さ
ん
を
乗
せ

な
が
ら
バ
ス
は
進
み
ま
す
。
佐

世
保
東
支
部
を
過
ぎ
ま
す
と
バ

ス
ガ
イ
ド
の
松
井
さ
ん
の
豊
富

な
知
識
と
楽
し
い
話
術
で
車
内

は
笑
い
で
賑
や
か
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
五
月
に
な
る
と
ム
ツ

ゴ
ロ
ウ
の
結
婚
が
始
ま
り
（
恋

の
季
節
）
の
お
話
で
す
。

「
オ
ス
は
相
手
を
見
つ
け
る
と

メ
ス
の
前
で
ジ
ャ
ン
プ
を
す
る
。

何
度
も
何
度
も
繰
返
し
ジ
ャ
ン

プ
を
す
る
。
メ
ス
も
気
に
い
る

と
ジ
ャ
ン
プ
を
し
て
カ
ッ
プ
ル

誕
生
で
す
。
子
育
て
は
オ
ス
の

役
割
の
よ
う
で
す
（
プ
ロ
ポ
ー

ズ
が
ジ
ャ
ン
プ
と
は
可
愛
い
で

す
ね
）
涙
流
し
て
呵
呵
大
笑
。

ガ
イ
ド
さ
ん
の
お
話
は
続
き

ま
す
。
十
時
に
佐
賀
の
雛
ま
つ

り
会
場
に
着
き
記
念
写
真
を
撮

り
後
は
自
由
散
策
で
見
学
。
日

本
文
化
の
雛
祭
り
、
こ
れ
ほ
ど

多
い
雛
は
初
め
て
で
十
分
堪
能

し
ま
し
た
。

そ
の
後
祐
徳
稲
荷
神
社
に
感

謝
の
参
拝
を
し
て
帰
路
に
着
き

ま
し
た
。

楽
し
い
旅
有
難
う
御
座
い
ま

し
た
。

（
値
賀
）

東
長
崎
支
部
の
里
成
二
さ
ん
（
大

工
・
四
十
歳
）
の
娘
さ
ん
、
京
佳
さ
ん

（
十
四
歳
・
小
江
原
中
）
が
、
一
月
二

十
六
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た
全
国
中
学

生
創
造
も
の
づ
く
り
教
育

フ
ェ
ア
「
木
工
チ
ャ
レ
ン
ジ

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
出
場
。
祖

父
の
筒
口
充
彦
さ
ん
も
浦
上

西
支
部
に
所
属
し
て
お
り
、

三
世
代
の
夢
、
日
本
一
へ
挑

戦
し
ま
し
た
。
結
果
、
惜
し

く
も
上
位
三
名
に
は
選
ば
れ

な
か
っ
た
も
の
の
、「
つ
く

ば
科
学
万
博
記
念
財
団
理
事

長
賞
」
を
獲
得
し
ま
し
た
。

京
佳
さ
ん
も
「
今
ま
で
で
一

番
い
い
出
来
で
し
た
。」
と

話
し
て
お
り
、
成
二
さ
ん
も

「
娘
の
作
品
が
一
番
丁
寧
に

作
ら
れ
て
い
た
。」
と
褒
め
て
い
ま
し

た
。「
将
来
は
木
に
携
わ
る
仕
事
な
ど

を
し
て
み
た
い
。」
と
話
す
京
佳
さ
ん
。

「
来
年
は
受
験
も
あ
る
が
、
是
非
リ
ベ

ン
ジ
し
た
い
。」
と
意
気
込
ん
で
い
ま

し
た
。

将
来
、
組
合
に
加
入
し
て
く
れ
た
ら

最
高
に
良
い
な
あ
と
思
っ
た
の
も
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
。

（
江
頭
）

老後を守る建退共 毎月6，550円（組合費と一緒に引落し）
建設業退職金共済（建退共）に加入を！

「建設職人にも退職金…40年で563万円の給付」
建設業退職金共済制度（建退共）は建設業
に従事する人を対象にした国の退職金制度
です。加入者の掛金に国の補助が加算され
る仕組みで、長く掛ければ掛けるほど有利
になります。

事業主が従業員のために加入するのが基
本ですが、一人親方も加入できます。月々
の掛金は6，550円、組合が事務組合となっ
て、一切の事務手続きを代行します。
退職金は、独立して事業主になった時、

建設業以外に転職した時、ケガなどで建設
業で働けなくなった時、55歳になった時な
どに給付されます。

二級建築施工管理技士【建築】受験対策講習会のお知らせ
受講申込受付 平成25年6月30日まで下記の講習場所にて随時受付
受講申込及び講習場所

長崎建設技術専門学院（095‐861‐9261）
大村建設技術専門学院（0957‐53‐8385）

講習期間 平成25年7月上旬～10月下旬まで（28日間予定）
講習時間 毎週3回（月・水・金）予定 午後6時30分～9時まで
受 講 料 30，000円
講習内容 建築一式・大工（一式）工事・躯体・仕上げ
募集人員 各校とも10名（最低5名以上で実施）
受験資格
・高等学校（建築科等の指定学科卒）3年以上の実務経験
・指定学科以外卒業後4年6ヶ月以上の実務経験 実務経験のみの
場合は8年以上
・大学・専門校により実務経験は異なります
・再受験希望者は過去の受験票・不合格通知・受験証明書等があれ
ば、提出内容が簡素化されます。
※詳しくは上記各学院まで
※受講希望者で早めの申込があれば、受験願書は学院で準備します。

※倉庫の片付け処分、買い取り好評を得ております‼

★普通のリサイクル店とは違う‼

生活サポート館TEL·FAX
(0956) 49-3321

佐世保市原分町121‐1【営業】AM9：30～PM6：00【定休日】日曜日（電話対応OKです）

掛金総額と給付金表 利回り2．7％
実質掛金総額
157，200円
393，000円
786，000円
1，179，000円
1，572，000円
1，965，000円
2，358，000円
2，751，000円
2，908，200円
3，144，000円

●この退職金表は、2003年10月以後からはじめた人の場
合です。
退職金水準の見直しは、数年毎に行われます。

●退職金支給額は、共済手帳に配付された証紙21枚分を
1ヵ月とみなして計算します。

退職金数
156，240円
408，177円
936，789円
1，548，078円
2，205，588円
2，927，547円
3，717，861円
4，610，382円
4，999，680円
5，633，754円

年数（月数）
2年（24月）
5年（60月）
10年（120月）
15年（180月）
20年（240月）
25年（300月）
30年（360月）
35年（420月）
37年（444月）
40年（480月）

県北総支部主婦会日帰り旅行

第
二
十
三
回
参
議
院
議
員
選
挙

（
公
示
七
月
四
日
、
投
開
票
二
十
一
日
）

ゆ
き
し
げ

大
久
保
潔
重
氏
（
四
十
七
歳
）

（
現
職
一
期
）
を
推
薦
決
定

建
設
長
崎
第
四
回
本
部
執
行
委
員
会
（
二
月
十

二
日
開
催
）
で
推
薦
決
定
を
し
ま
し
た
。

組合推薦候補

大久保 潔重 氏

▲雛祭り会場前にて、女官26名大集合！

▲財団理事長表彰を受賞。父成二さん
と喜びの記念撮影

▶
全
国
木
工
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
で
作
品

作
り
に
打
ち
込
む
里
京
佳
さ
ん

（1974年5月30日 第3種郵便物認可） 第573号 4�建 設 長 崎毎月1回15日発行 2013年（平成25年）3月15日発行
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柔
道
整
復
師
（
整
骨

院
・
接
骨
院
）
の
正

し
い
か
か
り
方

鍼
灸
師
の
正
し
い

か
か
り
方

医
療
費
の
適
正
化
に

ご
協
力
下
さ
い

長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長
建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建
国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

柔
道
整
復
師
・
鍼
灸
師
の

施
術
を
受
け
る
皆
様
へ

最
近
、
柔
道
整
復
師
（
整
骨

院
・
接
骨
院
）・
鍼
灸
師
を
ご

利
用
に
な
る
方
に
、
国
民
健
康

保
険
適
用
範
囲
に
誤
解
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
誤
っ
た
受
診
が
生

じ
て
い
ま
す
。

柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接

骨
院
）・
鍼
灸
師
は
医
師
で
は

な
い
た
め
、
施
術
の
行
為
が
限

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

柔
道
整
復
師
・
鍼
灸
師
の
診

療
に
は
保
険
証
が
「
使
え
る
場

合
」
と
「
使
え
な
い
場
合
」
が

あ
り
ま
す
の
で
、
受
診
の
際
に

は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

柔
道
整
復
師
と
は
、
骨
折
、

脱
臼
、
ね
ん
ざ
、
打
撲
や
肉
離

れ
な
ど
の
痛
み
に
対
し
て
施
術

を
行
う
専
門
家
で
す
。
従
っ
て
、

手
術
や
薬
の
処
方
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
は
行
え
ま
せ
ん
。

柔
道
整
復
師
に
よ
る
施
術
は
、

国
民
健
康
保
険
の
使
用
に
制
限

が
あ
り
ま
す
。
施
術
を
受
け
る

前
に
き
ち
ん
と
確
認
し
て
正
し

く
施
術
を
受
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

▼
国
民
健
康
保
険
が
使
え
る
場

合
○
外
傷
性
の
ね
ん
ざ
・
打
撲

（
例
：
ス
キ
ー
の
ね
ん
ざ

等
）・

○
医
師
の
同
意
が
あ
る
場
合
の

骨
折
・
脱
臼
の
施
術

○
応
急
処
置
で
行
う
骨
折
・
脱

臼
の
施
術
（
応
急
手
当
後
の

施
術
に
は
医
師
の
同
意
が
必

要
）

▼
国
民
健
康
保
険
が
使
え
な
い

場
合

（
全
額
自
己
負
担
）

○
日
常
生
活
に
お
け
る
単
純
な

疲
労
や
肩
こ
り
・
腰
痛
・
体

調
不
良
等

○
病
気
（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ

チ
・
五
十
肩
・
関
節
炎
・
ヘ

ル
ニ
ア
等
）
に
よ
る
痛
み
や

こ
り

○
脳
疾
患
後
遺
症
等
の
慢
性
病

○
病
状
の
改
善
が
み
ら
れ
な
い

長
期
の
施
術
（
応
急
処
置
を

除
く
）

○
ス
ポ
ー
ツ
等
に
よ
る
肉
体
疲

労
改
善
の
た
め
の
施
術

○
仕
事
中
や
通
勤
途
上
に
起
き

た
負
傷
（
労
災
保
険
か
ら
の

給
付
に
な
り
ま
す
）

○
加
齢
に
よ
る
腰
痛
や
痛
み

○
漠
然
と
し
た
施
術

○
病
院
等
で
同
じ
負
傷
等
の
治

療
中
の
も
の

○
あ
ん
ま
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
代
わ

り
の
利
用

▼
施
術
を
受
け
る
際
の
注
意
事

項
○
負
傷
原
因
は
正
確
に
伝

え
ま
し
ょ
う

外
傷
性
の
負
傷
で
は
な
い
場

合
は
国
民
健
康
保
険
が
使
え
ま

せ
ん
。
ま
た
、
負
傷
原
因
が
労

働
災
害
に
該
当
す
る
場
合
は
、

労
災
保
険
か
ら
の
給
付
に
な
り

ま
す
。

交
通
事
故
等
の
第
三
者
行
為

に
該
当
す
る
場
合
は
、
保
険
者

（
組
合
）
へ
の
連
絡
が
必
要
で

す
。

○
病
院
で
の
治
療
と
重
複

は
で
き
ま
せ
ん

同
一
の
負
傷
に
つ
い
て
同
時

期
に
整
形
外
科
の
治
療
と
柔
道

整
復
師
の
施
術
を
重
複
し
て
受

け
た
場
合
は
、
原
則
と
し
て
柔

道
整
復
師
の
施
術
料
は
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
施
術
が
長
期
間
に
わ
た

る
場
合
は
医
師
の
診
断

を
受
け
て
下
さ
い

施
術
が
長
期
に
わ
た
る
場
合

は
、
内
科
的
要
因
も
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
医
師
の
診
断
を
受
け

て
下
さ
い
。

○
療
養
費
支
給
申
請
書
は

必
ず
自
分
で
自
署
（
サ

イ
ン
）
を
し
て
下
さ
い

療
養
費
は
本
来
、
患
者
が
費

用
の
全
額
を
支
払
い
、
自
ら
保

険
者
（
組
合
）
に
請
求
を
行
い
、

支
払
い
を
受
け
る
も
の
で
す
が
、

柔
道
整
復
師
に
つ
い
て
は
、
患

者
が
柔
道
整
復
師
に
受
領
委
任

を
す
る
こ
と
で
、
患
者
が
柔
道

整
復
師
に
支
払
っ
た
自
己
負
担

分
の
残
り
の
費
用
を
患
者
本
人

に
代
わ
っ
て
保
険
者
に
請
求
し

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

従
っ
て
、
よ
く
確
認
せ
ず
受

取
委
任
の
署
名
を
す
る
こ
と
は

間
違
い
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
負
傷
原
因
、
負

傷
名
、
日
数
・
金
額
を
よ
く
確

認
し
、
必
ず
自
分
で
自
署
（
サ

イ
ン
）
を
し
て
下
さ
い
。

○
領
収
証
は
必
ず
も
ら
い

ま
し
ょ
う

領
収
証
は
必
ず
も
ら
い
、
金

額
等
に
問
題
が
な
い
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
領
収
証
は
医
療
費
控

除
を
受
け
る
際
に
も
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
し
て

下
さ
い
。

鍼
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の

施
術
を
国
民
健
康
保
険
で
受
け

る
場
合
は
、
医
師
の
同
意
書
、

又
は
診
断
書
を
提
出
す
る
こ
と

で
国
民
健
康
保
険
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
柔
道
整
復
師
と
同
様
、

鍼
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
つ
い

て
も
同
一
の
負
傷
で
病
院
等
で

治
療
中
の
場
合
は
、
鍼
灸
院
で

国
民
健
康
保
険
を
使
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
下

さ
い
。

次
の
よ
う
な
病
名
・
症
状
な

ど
が
国
民
健
康
保
険
の
対
象
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
は
り
・
灸
の
場
合

○
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
腰
痛

症
・
五
十
肩
・
頸
腕
症
候

群
・
頸
椎
捻
挫
後
遺
症

▼
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
場
合

○
関
節
拘
縮
・
筋
麻
痺

※
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
原
則
と
し
て
、

病
名
で
は
な
く
症
状
に
対
す
る

治
療
が
行
わ
れ
ま
す
。
関
節
が

硬
く
て
動
き
が
悪
い
、
筋
肉
が

マ
ヒ
し
て
自
由
に
動
け
な
い
等

の
症
状
が
あ
り
治
療
上
マ
ッ

サ
ー
ジ
が
必
要
と
認
め
ら
れ
れ

ば
国
民
健
康
保
険
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

柔
道
整
復
師
の
施
術
に
要
し

た
費
用
（
療
養
費
）
は
、
被
保

険
者
皆
様
の
保
険
料
か
ら
支
払

わ
れ
ま
す
。
皆
様
が
国
民
健
康

保
険
の
適
用
範
囲
を
正
し
く
理

解
し
適
切
に
受
診
す
る
こ
と
が

医
療
費
の
適
正
化
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

ま
た
、
適
切
に
請
求
等
が
行

わ
れ
て
い
る
か
、
請
求
内
容
等

に
誤
り
が
な
い
か
確
認
す
る
た

め
、
施
術
を
受
け
た
方
に
、
負

傷
原
因
、
施
術
日
や
施
術
内
容

等
に
つ
い
て
照
会
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
負
傷

部
位
、
施
術
記
録
・
領
収
証
な

ど
保
管
い
た
だ
き
照
会
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

長崎県建設事業国民健康保険組合
法令遵守（コンプライアンス）体制の

整備に関する基本方針
1．目 的

長崎県建設事業国民健康保険組合は、（以下「組合」という。）
は、我が国の公的医療保険制度の一翼を担う公法人であること
を踏まえ、国民健康保険法その他の関係法令に基づき適正に行
えるよう、法令遵守（コンプライアンス）体制の整備に関する
基本方針を定める。

2．法令遵守に関する基本的な考え方
組合の役職員（事務委託契約に基づく母体組合職員含む。）

は、国民健康保険法その他関係令並びに組合規約及び規定、そ
の他決定事項を遵守し、組合員及び被保険者の信頼に応えると
ともに公的医療制度を担う公法人として社会的責任を果たす。

3．法令遵守のための組織体制の整備
組合は、法令遵守のため、次のとおり組織体制を整備する。

一 組合に法令遵守担当理事を置く。
二 法令遵守担当理事は、被保険者資格の管理、保険料の賦課・
徴収、保険給付、保健事業その他の業務を実施する部門から
独立した立場で法令遵守に関する業務が行えるよう、業務改
善の指導、関連文書の提出要求などの権限を付与する。

三 母体団体である長崎県建設産業労働組合への委託業務にお
いても法令遵守体制が確保できるよう、事務委託契約に法令
遵守に関する事項を明記する。

4．実践計画の策定・評価
組合は、法令遵守を実践するため、実践計画を策定するとと

もに、評価を行う。
一 毎年度、理事会において法令遵守のための実践計画を策定
し、組合会の承認を得ることとする。

二 法令遵守担当理事は、実践計画の進捗状況及び達成状況を
把握する。

三 理事会においては、定期的に実践計画の報告・評価を行い、
適切な内容となるよう見直しを図る。

5．監事による監査
監事は、組合の法令遵守に関する業務の執行状況を監査する。

6．責任追及等
組合は、役員等が法令等に違反する行為を行ったときは、そ

の責任を追及し、厳正かつ公平な処分を行う。

（附則）
この基本方針は、平成23年4月1日より施行する。

◇ ◇ ◇

長崎県建設事業国民健康保険組合
法令遵守（コンプライアンス）のための

実践計画
長崎県建設事業国民健康保険組合法令遵守（コンプライアン

ス）体制の整備に関する基本方針（以下「基本方針」という。）
の規定に基づき実践計画を次のとおり策定する。

1．法令遵守に関する指導・研修
不祥事件を未然に防止するため、役職員に対する法令遵守の

周知徹底を行う。
① 朝礼や回報などにより、法令遵守の周知を行う。
② 法令遵守マニュアルに基づいて行なう。

2．法令遵守のため管理
事故防止等の観点から、特定の職員を長期間にわたり同一部

署の同一業務に従事させないように人事ローテションを実施し、
やむ得ない理由により長期間にわたり同一部署の同一業務に従
事している場合には事故防止等のための適切な措置を講じる。

3．法令遵守関連情報の組織的な把握等
① 役職員が把握した法令遵守関連情報（被保険者からの苦情、
役職員の勤務状況、不祥事件に関する報告、保険給付に関す
る争い、経理処理の状況等）については、法令遵守担当理事
に速やか報告する。

② 法令遵守担当理事は、法令遵守関連情報のうち、組合の業
務運営に重大な影響を与えるもの又は被保険者の利益が著し
く阻害されるものについては、そのすべてを理事会に報告し、
対応方針について理事会の承認を得る。

4．不祥事件への対応体制
① 役職員は、不祥事件又その疑いのある行為を発見した場合
は、法令遵守担当に速やか報告する。

② 法令遵守担当理事は、規約、規程等に則り会報告する。
③ 理事長は、法令等に従い監督官庁に報告するとともに、法
令遵守担当理事とともに適切な調査を行う。

5．その他
この実践計画で定めるものの他、必要な事項は理事会の承認

を得て実施する。
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有効期限　平
成

有効期限　平
成2525年3月3131日 限日 限

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

有効期限　平
成25年3月31日 限

※被保険者証番
号と氏名は必ず

ご記入下さい。

届
出

14日以内

病　院

▼

就職したと
きは届出を

▼
試用期間中
に病気した
ら・・・

▼
病院代を本
人へ請求す
る場合も

長
建
国
保
に
加
入
し
て
い
る

被
保
険
者
（
組
合
員
と
家
族
）

が
就
職
し
て
健
康
保
険
証
（
社

会
保
険
）
の
交
付
を
受
け
た
と

き
は
、
十
四
日
以
内
に
そ
の
健

康
保
険
証
の
写
し
を
添
え
て
長

建
国
保
へ
資
格
喪
失
の
届
出
が

必
要
で
す
。
他
の
健
康
保
険
に

加
入
後
、
長
建
国
保
の
資
格
喪

失
の
届
出
を
し
な
い
ま
ま
放
置

し
ま
す
と
、
放
置
し
た
期
間
に

よ
っ
て
は
遡
及
し
て
の
保
険
料

の
返
還
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

特
に
異
動
件
数
が
多
い
二
〜

三
月
の
期
間
中
に
他
の
健
康
保

険
に
加
入
さ
れ
た
方
は
、
す
ぐ

に
組
合
へ
お
届
け
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

「
就
職
し
て
試
用
期
間
を
含

め
た
数
ヶ
月
後
に
勤
務
先
よ
り

健
康
保
険
証
の
交
付
を
受
け
、

資
格
取
得
日
も
勤
務
開
始
日
に

遡
及
し
て
適
用
を
受
け
た
。」

と
い
う
お
話
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
よ
り
、

健
康
保
険
証
の
交
付
を
受
け
る

ま
で
の
数
ヶ
月
間
に
お
い
て
、

急
病
で
や
む
を
得
ず
長
建
国
保

の
被
保
険
者
証
で
治
療
を
要
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
、
治
療
を
受
け
た
本

人
に
よ
る
面
倒
な
手
続
き
を
省

略
す
る
た
め
、
長
建
国
保
で
は
、

治
療
を
行
っ
た
病
院
に
対
し
て

医
療
費
請
求
の
差
し
戻
し
（
過

誤
返
戻
）
を
依
頼
し
、
こ
れ
に

当
該
病
院
側
が
応
じ
れ
ば
手
続

き
は
終
了
で
す
。

但
し
、
当
該
病
院
側
が
こ
れ

に
応
じ
な
い
場
合
は
、
そ
の
病

院
代
（
医
療
費
総
費
用
額
の
七

割
）に
つ
い
て
は
、被
保
険
者
本

人
に
対
し
て
長
建
国
保
が
治
療

を
受
け
た
直
接
請
求
を
行
い
返

還
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

尚
、
長
建
国
保
に
返
還
し
た

病
院
代
は
協
会
け
ん
ぽ
（
又
は

健
保
組
合
）
へ
請
求
（
療
養
費

申
請
・
領
収
書
添
付
）
す
れ
ば

全
額
償
還
さ
れ
ま
す
。

勤
務
先
の
健
康
保
険
証
の
交

付
時
期
や
、
そ
れ
に
伴
う
長
建

国
保
へ
の
届
出
の
遅
れ
に
よ
り

皆
様
に
は
面
倒
な
手
続
き
を
お

願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

充
分
ご
理
解
の
上
、
他
の
健

康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
場
合
に

は
速
や
か
に
組
合
へ
届
出
下
さ

い
。

長建国保では、組合員及び家族の健
康の保持増進を図るため「指定温泉
利用料金の割引及び補助制度」を実
施しています。
ぜひご利用ください。

設 備

和風天然温泉、岩盤浴、
バリ風天然温泉

大浴場、ジャグジー、打
たせ湯、サウナ、寝湯、
休憩室

大浴場、露天風呂、サウ
ナ、岩盤浴

大浴場、露天風呂

大浴場、ジェットバス、
打たせ湯、ジャグジーシャ
ワー、ミストサウナ

寝湯、ジェットバス、サ
ウナ、水風呂、露天風呂、
タル湯
癒湯（露天風呂）、内湯、
釜風呂、壷風呂、檜風呂、
露天足湯、樽風呂、炭の
うたせ湯、寝湯
屋久杉風呂、檜風呂、露
天風呂、サウナ、岩盤浴
（別料金）

露天風呂、薬湯風呂、サ
ウナ

サウナ、冷水風呂、壷湯、
ジェットバス、寝湯、塩
サウナ、家族風呂、シェ
イプアップバス

露天風呂、ローマ風呂、
檜風呂、寝風呂、ジャグ
ジーバス、サウナ、家族
風呂、リラクゼーション

うずしお温泉美人の湯、
露天風呂、貸切家族風呂

露天風呂、展望風呂、タ
ル風呂、水風呂、サウナ、
薬草風呂、海草風呂、ジャ
グジー風呂
展望露天風呂、電気風呂、
ジャグジーエステ風呂、座
り湯、サウナ、岩盤浴（別
料金）、家族風呂（別料金）

所在地
電話番号

長崎市
曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市
野母町692‐1
095‐893‐1133

長崎市
岩見町451‐23
095‐833‐1126

西彼杵郡長与町
岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町
高田郷284
095‐856‐2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289‐2
095‐856‐2617

長崎市伊王島町
1丁目3277‐7
095‐898‐2202

雲仙市小浜町
雲仙320

0957‐73‐3131

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市
森園町663‐3
0957‐50‐1126

佐世保市
谷郷町5‐32
0956‐23‐6170

佐世保市
崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

平戸市川内町55
0950‐23‐2111

平戸市田平町
野田免210‐6
0950‐57‐1110

利用者負担
（自己負担）

450円
350円
100円
200円
500円
400円
1，200円
700円
0円
250円
300円
150円
200円
300円
330円
350円
400円
400円
350円
300円
250円
300円
200円
600円
400円
200円
400円
350円
200円
300円
300円
300円
300円

補助券の額
（温泉券利用）

Ⓑ

▲300
－
▲300
－
▲300
－
▲300
－
－
▲300
－
－
▲300
－
▲300
－
▲300
－
▲300
－
▲300
－
－
▲300
－
－
▲300
－
－
▲300
－
▲300
－

割引後の料金
（メンバーズカード）

Ⓐ

750円
350円
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
500円
－
630円
－
700円
400円
－
－
550円
－
－
900円
－
－
－
－
－
600円
300円
600円
－

規定料金

800円
400円
400円
200円
800円
400円
1，500円
700円
0円
550円
300円
150円
650円
300円
730円
350円
800円
500円
650円
300円
650円
300円
200円
1，000円
400円
200円
700円
350円
200円
800円
400円
800円
300円

利用区分

大人
（中学生以上）

小人
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（4歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（3歳以上）

大人
（中学生以上）

小人
（5歳以上）

幼児
（5歳未満）

大人
（中学生以上）

小人
（小学生）
幼児

（6歳以下）
大人

（中学生以上）
小人

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（4歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
幼児

（3歳以上）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）
大人

（中学生以上）
小人

（小学生）

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

海の健康村
陽の岬温泉

ふくの湯

長崎温泉
喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

やすらぎ伊王島

雲仙
スパハウス

天然いさはや温泉
“和スパ”

サンスパ
おおむら
ゆの華

万松楼
弁天の湯

ザ・パラダイス
ガーデン サセボ
（※1）

千里ヶ浜温泉
ホテル蘭風

平戸たびら温泉
サムソンホテル

長
崎
・
西
彼
地
区

県
央
地
区

県
北
地
区

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表
2013．1．1

利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より
安い料金で利用できます。

利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

補助券により、割引料金より更に
安い料金で利用できます。

健
康
保
険
に
加
入
し
た
ら

す
ぐ
に
組
合
へ

規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（300円）＝利用者負担金

Ⓑ

Ⓐ

（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額（大人350円、小人200円、幼児100円）となり、補助券の使用は出来ません。
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